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先日，当法人主催の市民公開講座を開催した折，福祉用具体験に立ち寄られた親子の
姿を目にした。娘さん（20 代後半）は生後 1 歳 3 カ月の時に急性脳症を患い，以来

四肢麻痺となった。現在，車いすレベル。発症当時は障碍を抱えさせる人生を与えてし
まったという呵責から県内・外を問わず，医療機関を受診し，機能回復に良いと言われる
ものには取り組んでこられた。しかし，外来リハ縮小の流れや，他の 2 人のご兄弟の生育
の過程でご本人だけに時間を割くことができないといった家庭事情などから，結果的に納
得できるリハの病院・施設と出会うことなく自宅が主な活動の場となっていた。ご兄弟も
育ち上がった今，娘さんが少しでも社会参加でき，自立（律）した生活が送れるようにし
てあげたいという思いを新たにしていると母親は切実に語られた。また，以前とは医療も
リハも変わってきているだろうから県内でしっかりと取り組むことのできる病院や施設な
どはないだろうかと問われた。
　この親子への対応であるが，①　まず行政の担当窓口へ状況の説明と支援協力がどのよ
うに得られるかを確認していただくこと，②　障害者総合支援法の枠組みでニーズに合っ
たサービス確保の可能性の検討，③　かかりつけ医の確保，④　ロボットリハも含めた県下
のリハの現状を説明し，理解を得たうえで，ご本人ご家族の納得し得るリハの提案・紹介，
と課題を整理し調整に入った。
　現在では地域において，疾患ごとに家族会などのネットワークが構築されており，行政
も地域のニーズや時代の潮流になんらかのかたちで応えていこうとしている。しかし，今
回の事例はまったくこのようなネットワークから抜け落ちた事例とも言える。さまざまな
事情が重なったとしても，このような現状が存在する事実とともに，これまで地域リハの
構築に携わってきた 1 人としては“はがゆさ”がこみ上げた。
　高齢者のリハは地域包括ケア時代を迎え加速度的に支援体制が整備されている。身体障
害領域では障害者総合支援法が成立され，介護保険と同様の流れにあると理解するが実際
はどうなのであろうか。
　障害への支援を本来のなりわいとする療法士は，障碍を抱える方とともに地域に生き，
支え支えられている一人であるという自覚を忘れないでほしい。
 編集委員　佐藤浩二
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